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1. はじめに	 
近年，カーナビゲーションは高機能化やオペ

レータとの通話によりドライバが必要な情報を

即座に取得できるシステムが構築されてきてい

る．現在はドライバ自身が情報を入力しなけれ

ばいけないが，将来的にはクルマが運転者の状

況を推定し，大量のデータの中から最善かつ最

適な項目を選び運転者に提示していく役割も求

められると考えられる．しかし，ユーザの意図

は動的に変化するため，その変化に対してクル

マ側が能動的に柔軟かつ素早く対応しなければ

ならない．一方で，ナビゲーションシステムも

情報を車載機内にもつ車載機型ナビゲーション

から，サーバ側にデータ及び機能をもち必要に

応じてセンター側から車載機側にサービスを配

信するクラウド型ナビゲーションに移行してい

くことが考えられる． 
そこで我々は，移動時におけるユーザの意図

の変化とその後の行動を予測するモバイル型の

情報収集システム BeagleApp をクラウドとの連
携が可能なタブレット端末上に実装した．本稿

では，BeagleApp の詳細と簡易評価の結果につい
て報告する． 
	 	 

2. 関連研究	 
近年，携帯電話を活用した人を中心とするセ

ンシング技術[1]に注目が集まっている．特にモ
バイル騒音センシング [2][3]に関する研究が盛ん
に開始され，多数の人のセンサを用いることで

コミュニティとして大規模な都市の計測を試み

る研究が始められている．このように都市スケ

ールの記録システムの研究は盛んに行われてい

るが，ユーザの意図の記録・推定に関してはあ

まり研究が進められていない． 
本研究では，ユーザが歩行者・ドライバの意

図として以下の３種類の状態を判定することが

でき，その内容の自動解析により，車内で必要

となる情報を自動分析することを目標とする． 
1)  目的型：特定の目的地に対し，最短・最速

で向かおうとしている 

2)  散策型：目的地は特になく，暇をつぶそう
としている 

3)  迷走型：どう進路を取って良いかが分から
なくなり，助けを必要としている 

 

3. BeagleAppの詳細 
我々は，Android タブレット上で動作させる移

動意図記録アプリケーション BeagleApp を開発
した（図 1）. GPS 付きのタブレットであれば容
易にインストールできるためユーザの負担が少

なく，車載時の周辺地図としても利用できる． 
本アプリケーションでは，日本標準時 (JST), 

UNIX時間, 三軸加速度（X, Y, Z）, 方角（電子コ
ンパスおよび GPS）,速度, 緯度, 経度, 高度, GPS
精度が取得できる．図 2に示すようにパラメータ
はユーザの設定した周期でデータを取得し，表

示・記録する． また，短時間に意図が切り替わ
ったことをユーザに簡単に入力させるため，図 3
のような三角形のユーザインタフェースを導入

した．ユーザは現在の心理状態が前述の 3 種類
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図  1	 BeagleAppの画面  

	 

	 
図  2	  BeagleAppのセンサデータ表示部  
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の状態のうち各状態の割合がどれくらいか直感

的に入力できる．アプリケーション内部では各

状態の割合を算出し機械学習の教師データとし

て記録する．さらに，BeagleApp は図 4 で示すよ
うに，記録間隔，録画終了タイマなどを細かく

設定できる．本設定によりドライバに意図推定

に必要な最適なセンサ記録周期などを割り出す

予定である．本アプリケーションでは「歩く」

「走る」「サイクリング」「ドライブ」などの

アクティビティを記録することができるため

様々な場面で本アプリケーションを用いること

ができる． 
 

4. BeagleAppを用いた簡易実験 
本アプリケーションを用いて簡易実験を行っ

たところ，歩行時および運転時の軌跡データは

図 5，図 6 のように得られ位置情報として有効
に活用できることが分かった．つづいて，位置

情報の精度について Androidが APIとして提供し
ている GPS の誤差指標を用いて考察する．運転
時の位置情報の精度の割合を図 7 に示す．歩行
時と運転時を比較すると，歩行時は 10m 以内の
誤差が 58.1%なのに対して，車両走行時には
22.3%以下に低下した．また，15m 以内の誤差が
32.6%に増加し最頻値となった．このため、アク
ティビティ毎に解析のパラメータを調整すべき

であると分かる． 
 

5. おわりに 
本稿では，移動時のユーザにおける意図の変

化による状況変化に対し，その後の行動を予測

させるモバイル型の情報収集アプリケーション 

BeagleApp の詳細を説明した．本アプリケーショ
ンでは，ドライバが自らの意図を容易な操作で

記録できる．したがって，移動時の軌跡などの

センサデータに加えて，意図推定の学習に用い

る教師データを収集できる．また，本アプリケ

ーションではアクティビティを記録することか

ら様々な場面での利用が想定され，多数のユー

ザが計測へ参加すると考えられる． 
今後，BeagleApp と情報収集するサーバを組み

合わせることで 24 時間計測可能なシステムとす
る予定である．本システムにより大規模な都市

全体の長期間計測が把握可能になり都市の渋滞

調査やドライバの意図の把握などが可能になる

と考えられる．その際，計測者のプライバシ匿

名性の確保や計測点のムラなどを平滑化する手

法の確立が課題として挙げられる． 
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図  5	 歩行時の軌跡  

	 
図  3	 Beagleの意図入力トライアングル  

	 	 	 
図  4	 記録間隔，アクティビティ，  

録画終了タイマ  

	 

	 

	 
図  6	 運転時の軌跡  

	 
図  7	 位置情報の精度（運転時）  
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